
 

 

 

令和 7年度   

第 2回学校運営協議会   

第 2回 学校関係者評価委員会資料  

学校評価 児童中間アンケートの結果より 

 

実施：6下旬 

対象：1 年生～6年生 ４１０名 

形式：オンライン調査による調査（５件法 項目により３件法、６件法あり） 

項目：「研究推進」「人権教育」「生活指導」「保健体育」の 4項目 

 

 

 

 

 

令和 7年 10月 9日 

生駒市立生駒東小学校 
 



資料（アンケート） 

分類 番号 項目 肯定 消極的肯定 消極的否定 否定 無回答 認識

個別最適な学び

低学年：自分で考えたり、友だちの意見を聞いた

り、学習の仕方を知ったりすることができました

か。

できた
どちらかという

とできた

どちらかという

とできなかった
できなかった 無回答

高学年：場面に応じて、自分で考えたり、友達と考

えたり、学習の仕方を選ぶことができましたか。
できた

どちらかという

とできた

どちらかという

とできなかった
できなかった 無回答

協働的な学び

低学年：学習の中で、友だちや周りの人から、新し

いことを知ることができましたか。
できた

どちらかという

とできた

どちらかという

とできなかった
できなかった 無回答

高学年：友だちと学ぶことで、学習のめあてに近づ

くことができましたか。
できた

どちらかという

とできた

どちらかという

とできなかった
できなかった 無回答

自己理解

低学年：自分のよいところを知っていますか。 はい いいえ 無回答 わからない

自他の大切さの理解（他者意識）

中学年：周りに困っている人がいたら助けますか。 できた
どちらかという

とできた

どちらかという

とできなかった
できなかった 無回答

高学年：自分と同じように、相手のことを大切にし

ていますか。
できた

どちらかという

とできた

どちらかという

とできなかった
できなかった 無回答

他者理解

低学年：友だちのよいところを知っていますか。 はい いいえ 無回答 わからない

自他の大切さの理解（自己意識）

中学年：自分が困っている時に、友だちや先生に声

をかけることができますか。
できた

どちらかという

とできた

どちらかという

とできなかった
できなかった 無回答

高学年：自分が困っている時は、周りに助けを求め

ることができますか。
できた

どちらかという

とできた

どちらかという

とできなかった
できなかった 無回答

人権の理解

低学年：一人ひとり違いがあってもよいと思います

か。
はい いいえ 無回答 わからない

中･高学年：一人ひとり違いがあってよいと思います

か。
はい いいえ 無回答 わからない

右側廊下歩行

廊下では、右側を歩くことができていますか。 はい いいえ 無回答

生活目標を意識した学校生活

毎月の生活目標を意識し、守ろうとしていますか。 はい いいえ 無回答

考える掃除の実施

どのようにそうじに取り組めていますか。

友達と協力して

担当場所をきれ

いにし、担当以

外の場所も掃除

ができている。

自分の担当場所

をすみずみまで

きれいにするこ

とができてい

る。

時間内に担当場

所をきれいにで

きている。

時間内に担当

場所のそうじ

を終わること

ができてい

る。

無回答

元気なあいさつ

自分から相手に聞こえる元気なあいさつができてい

ますか。
はい いいえ 無回答

生活の約束の順守

自分や相手を大切にするために、生活の約束を守れ

ていますか。
はい いいえ 無回答

楽しい運動

運動することは楽しいですか。 楽しい
どちらかという

と楽しい

どちらかという

と楽しくない
楽しくはない 無回答

休み時間の運動活動

休み時間に、外で元気にからだを動かしましたか。 毎日動かした

ときどき動かし

た（週に３・４

日）

どちらかという

と、動かさな

かった（週に

１・２日）

動かさなかった 無回答

目標を明確化した体育授業への参加

体育の勉強を一生懸命できましたか。（めあてを

もって取り組むことができましたか。）

一生懸命できた

（できた）

どちらかという

とできた

どちらかという

とできなかった
できなかった 無回答

授業を通じての運動技能の獲得

体育の勉強でできることや上手になったことが増え

ましたか。（できることが増えたり、記録をのばし

たりできましたか。）

たくさん増えた

（できた）

増えた（どちら

かというとでき

た）

すこし増えた

（どちらかとい

うとできなかっ

た）

増えなかった

（できなかっ

た）

無回答

投運動への興味関心

ボールを投げる運動は楽しいですか。 楽しい
どちらかという

と楽しい

どちらかという

と楽しくない
楽しくはない 無回答

朝の体操・ストレッチの積極的実施

朝の体操のストレッチで、体をたくさん動かすこと

ができましたか。
できた

どちらかという

とできた

どちらかという

とできなかった
できなかった 無回答
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全校
項目

1－① 個別最適な学び 64 31 4 1 0
１－② 協働的な学び 69 26 3 1 0

2－①
低：自己理解

中高：自他の大切さの理解（他者意識）
69 20 1 2 1 6

2－②
低：他者理解

中高：自他の大切さの理解（自己意識）
58 23 8 5 1 5

2－③ 人権の理解 91 0 0 3 1 5
3－① 右側廊下歩行 79 0 0 20 1
3－② 生活目標を意識した学校生活 82 0 0 16 1
3－③ 考える掃除の実施 36 39 18 6 1
3－④ 元気なあいさつ 86 0 0 13 1
3－⑤ 生活の約束の順守 93 0 0 6 1
4－① 楽しい運動 77 19 3 1 0
4－② 休み時間の運動活動 42 26 23 9 0
4－③ 目標を明確化した体育授業への参加 68 26 4 1 0
4－④ 授業を通じての運動技能の獲得 66 24 8 2 0
4－⑤ 投運動への興味関心 65 23 9 2 0
4－⑥ 朝の体操・ストレッチの積極的実施 63 28 5 3 0
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R7中間　全校児童アンケート

否定％分類番号 肯定％
消極的肯

定％

消極的否

定％
無回答％

認識％
(わからない)



考察 

○今回の中間アンケートで児童の肯定的意見が高い割合だった項目は、「個別最適な学び」「協働的

な学び」「人権の理解」「考える掃除の実施」「生活の約束の順守」「楽しい運動」「目標を明確化し

た体育授業への参加」「授業を通じての運動技能の獲得」「朝の体操・ストレッチの積極的実施」の

９個で、いずれも９０％以上の児童が肯定的な評価をしている。特に「個別最適な学び」「協働的

な学び」「楽しい運動」「目標を明確化した体育授業への参加」の４項目は、９５％以上の児童が肯

定的な評価をしており、多くの学年で高い達成率であった。これらの項目については、前半の教育

活動において十分達成できたといえる。達成率が９３％「生活の約束の順守」といった規範意識の

獲得は、集団活動の場である学校生活において必要不可欠であり、落ち着いた学習をするうえでも

大切な要素である。これらのことからも本校の児童は、多くの児童が落ち着いた学校生活を送って

いるといえ、前半の教育活動においては大きな問題は無く、概ね安定した教育活動が展開されてい

たといえる。後半の教育活動においてもこれらの点を大事にして教育活動を進めていきたい。しか

しながら、それぞれの項目において、学年間で達成率に開きが見られることも事実である。後半の

教育活動においては、全ての学年で安定した達成がなされるように、さらに取組の強化を図ってい

きたい。 

 

○どの学年も肯定的意見の割合が高く、安定した教育活動が行われていると考えられるが、その中

でも、２年生と３年生が肯定的意見の割合の高い項目が多く、１６項目中１５項目で肯定的な評価

をしている。１６項目中１３項目で肯定的な評価をしている学年は、４年生、５年生、６年生であ

る。１年生は、肯定的な評価が１６項目中１１項目にとどまり、他の学年に比べると、評価が低い

傾向にあった。低学年は、発達段階的に見て自己や他者に意識を向けにくいためか、人権教育の「自

己理解」「他者理解」といった項目で「わからない」と回答している児童が多く、そのため肯定的

な評価が低かったと思われる。５年生、６年生は、比較的に肯定的な評価をしている項目が多いが、

「休み時間の運動活動」については、５年生は３６％が否定的な評価をし、６年生は５５％が否定

的な評価をしている。また、「生活目標を意識した学校生活」についても５年生は３１％、６年生

は２６％が否定的評価をしており、項目によっては、他の項目と比較して達成率が低い傾向のもの

も見られる。児童が、今よりも楽しく充実した学校生活を送るために、また、児童が自身を認めら

れるといった自己肯定感の獲得のためにも、各項目で肯定評価が多いことがよいのは言うまでもな



いことである。後半の教育活動において、低評価であった項目に重点的に取り組み、改善を図って

いきたい。 

 

○否定的意見が高い割合だった項目は、「休み時間の運動活動」の１項目で、３２％の児童が、否

定的な回答をしていた。１年生、２年生は達成率が８０％を超えているのに対し、３年生では７

０％、４年生では７１％、５年生では６４％、６年生では４５％の達成率と、昨年度の同時期の評

価と比べて、全体的に達成率が下がっている。今年も猛暑であり、熱中症予防の点からもなかなか

外遊びがしにくかったことや、落雷の危険を回避するため外遊びを制限したことが原因としてあげ

られるだろう。外遊びで思いきり体を動かすことは、運動機能面の向上だけでなく、集中して学習

するためにも大切なことである。せめて条件があって外遊びができる時には進んで外遊びができる

よう、児童が外遊びに対して興味や関心が持てるような工夫をしていきたい。 

 

○昨年度の同時期の評価と比較して達成率が下降しており、注意が必要な項目に「元気なあいさつ」

がある。今年度は８６％達成率であるが、昨年度は９２％の達成率であり、６ポイントの下降が見

られた。昨年度は、全ての学年で９０％以上の達成率であったが、今年度９０％以上の評価をした

のは３、４年生だけで、１年生は達成率が７７％と昨年度と比較して１５ポイント下降している。

1年 2年 3年 4年 5年 6年 全校 1年 2年 3年 4年 5年 6年 全校 1年 2年 3年 4年 5年 6年 全校 1年 2年 3年 4年 5年 6年 全校
1－① 個別最適な学び 91 95 99 92 97 98 95 8 5 2 6 3 2 5 0 0 0 2 0 0 0
１－② 協働的な学び 89 97 97 95 97 95 95 10 3 4 3 3 4 4 0 0 0 2 0 0 0

2－①
低：自己理解

中高：自他の大切さの理解（他者意識） 73 73 98 94 100 97 89 7 5 2 5 0 3 3 3 0 0 2 0 0 1 17 22 6

2－②
低：他者理解

中高：自他の大切さの理解（自己意識） 66 88 88 80 88 80 81 6 5 12 19 11 20 13 4 0 0 2 0 0 1 24 7 5

2－③ 人権の理解 77 90 93 94 97 93 91 11 5 0 2 0 1 3 4 0 0 2 0 0 1 7 5 7 3 3 6 5
3－① 右側廊下歩行 74 80 84 78 78 79 79 21 20 16 18 22 21 20 4 0 0 3 0 0 1
3－② 生活目標を意識した学校生活 86 95 89 86 69 74 82 9 5 11 11 31 26 16 6 0 0 3 0 0 1
3－③ 考える掃除の実施 94 94 93 86 94 94 92 3 7 5 11 6 7 6 4 0 2 3 0 0 1
3－④ 元気なあいさつ 77 86 91 92 88 83 86 20 14 7 5 12 17 13 3 0 2 3 0 0 1
3－⑤ 生活の約束の順守 89 91 93 95 96 96 93 9 9 7 2 4 4 6 3 0 0 3 0 0 1
4－① 楽しい運動 94 98 100 94 97 91 95 6 2 0 5 3 9 4 0 0 0 2 0 0 0
4－② 休み時間の運動活動 82 86 70 71 64 45 68 18 14 30 28 36 55 32 0 0 0 2 0 0 0
4－③ 目標を明確化した体育授業への参加 95 97 95 92 96 95 95 5 3 5 6 4 5 5 0 0 0 2 0 0 0
4－④ 授業を通じての運動技能の獲得 85 84 95 86 96 91 90 15 16 4 12 4 9 10 0 0 2 2 0 0 0
4－⑤ 投運動への興味関心 90 95 89 91 84 82 88 10 5 9 8 16 18 12 0 0 2 2 0 0 0
4－⑥ 朝の体操・ストレッチの積極的実施 96 96 89 94 90 85 91 4 4 11 5 10 15 9 0 0 0 2 0 0 0

肯定的意見が90％以上 肯定的意見90～100％ 否定的意見41％以上
否定的意見が21％以上 肯定的意見80～89％ 否定的意見31％以上

否定的意見21～30％

認識（わからない）(%)肯定的意見(%)
項目番号

R7中間　各学年及び全校児童アンケート

否定的意見(%)
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育

無回答(%)
分類



他者との円滑なコミュニケーションの第１歩はあいさつである。この点を踏まえてあいさつ活動等

に取り組むなど改善していきたい。また、家庭にも協力をお願いし、児童に望ましいあいさつ意識

の醸成を図っていきたい。 

各項目の考察 

研究推進 

【１-① 個別最適な学び】 

・全校の肯定的意見の割合は 9５％であり、また、すべての学年で達成率が 9 割を超えており、その中で

も２年生、３年生、５年生、６年生は、肯定的意見の割合が９５％以上の高い評価であった。学び方や学ぶ

形態、学ぶスピードなどを児童が自己調整しながら学びの本質へと迫っていけるように、これからも支援

を続けていきたい。 

 

【１-② 協働的な学び】 

・全校の肯定的意見の割合は9５％であり、6学年中5学年で肯定的意見の割合が９５％を超えており、

十分に達成されていると見られる項目である。多くの児童が、学習活動において、他者の意見にしっかり

と向き合って思考を深めることができたと感じられていると思われる。本校は、以前より学習活動に話し

合い等の言語活動を取り入れその充実を図ってきた。この結果は、２年生から６年生に、低学年から積み

重ねてきた学習経験がしっかりと身についているといえる。深い学びを実現するためには、他者の意見に

しっかりと耳を傾けて思考することが非常に重要である。継続して指導にあたりたい。 

 

人権教育 

【２-① 低：自己理解 中高：自他の大切さの理解（他者意識）】 

・全校の肯定的意見の割合は８９％であり、達成できているといえる項目である。「自分のよいところを知

っていますか」という問いに対して、１年生も２年生も達成率は７３％であり、まだ十分に自己のよさへと目

を向けられていない様子が窺えた。他者意識や他者理解を進めていくためには、まず自分のよさに気が

つき、自己肯定感を高めることが大切である。様々な学習活動を通じて、児童の自己理解が進むように

していきたい。３年生から６年生の他者意識については、４学年とも達成率が９割を超えており、十分に達

成されていると考えられる。日頃より、相手のことを考え、優しく声をかけることを意識している児童が多



いと言える。しかしながら、校内において、他者を傷つけるようなことを言ったり、行ったりしてトラブルとな

る事象が少なからずとも見受けられることも事実である。アンケート結果だけに満足することなく、日頃か

ら児童の様子を注意深く見守り、適切な支援や指導を継続して行い、誰しもが気持ちよく学校生活を送

ることができることを目指していきたい。 

 

【２-② 低：他者理解 中高：自他の大切さの理解（自己意識）】 

・全校の肯定的意見の割合は８１％であり、達成できているといえる項目である。「友だちのよいところを

知っていますか」という問いに対して、１年生は達成率が６６％であり、発達段階的に見て、まだ他者のよ

さへと目を向けられていない様子が窺えた。３年生から６年生の自己意識については、４学年とも達成率

が８割を超えており、達成されていると考えられる。しかしながら他者意識と比較すると１０ポイント以上低

く、自分の困り事に対して他者へ助けを求めるといった点で少し弱さが見られる。児童が安心して自分を

出すことができる学級の創造が重要と言える。 

 

【２-③ 人権の理解】 

・全校の肯定的意見の割合は 9１％であり、6 学年中 5 学年で肯定的意見の割合が 9 割を超えており、

達成されていると見られる項目である。しかしながら、各学年に「わからない」と答える児童がおり、一部

の児童は、人権に対しての理解が十分ではない様子が見られた。学校生活の中での様々な活動を通し

て、一人一人の違いを認め尊重できるような風土を築き、児童に自他の人権を大切にする意識や態度を

育んでいきたい。 

 

生活指導 

【３-① 右側廊下歩行】 

・全校の肯定的意見の割合は７９％であり、概ね達成できているといえる項目である。２年生と３年生は

達成率が８割を超えているが、それ以外の学年は達成率が８割に届かず、今後改善が必要な項目である。

学校安全の観点から、正しく廊下歩行することは大切である。発達段階において、低学年の児童は、なか

なか理解と行動が伴わないことはあるが、安全な学校生活を送るために必要なことであるということを継

続して指導し、児童に身につけさせていきたい。 

 



【３-② 生活目標を意識した学校生活】 

・全校の肯定的意見の割合は8２％であり、達成できているといえる項目である。しかしながら、昨年度は

達成率が８７％であったが、今年度は５ポイント下降している。昨年度は、全ての学年で８割以上の達成

率であったが、今年度のそれは４学年にとどまり、５年生は６９％、６年生は７４％である。この点から注意

が必要な項目であると言える。どの学年の児童も生活目標を意識して学校生活を送ることができるよう

に、自己の学校生活のふり返りを児童に継続して行わせるなど、児童自身が自己成長を感じ取ることが

できるようにしていきたい。 

 

【３-③ 考える掃除の実施】 

・全校の肯定的意見の割合は９２％であり、６学年中５学年で達成率が９割を超えており、多くの児童が

時間内に担当場所をきれいにし、達成できている項目といえる。その中でも「友達と協力して担当場所を

きれいにし、担当以外の場所も掃除ができている。」や、「自分の担当場所をすみずみまできれいにする

ことができている。」といった、より能動的に清掃活動に取り組んでいる児童が全体の７５％おり、ただ単

純に静かに掃除をするのではなく、しっかりと考えて清掃活動に取り組んでいる様子がみられた。今後も

継続して考える掃除に取り組ませ、児童に公共性や勤労意識の醸成を図っていきたい。 

 

【３-④ 元気なあいさつ】 

・全校の肯定的意見の割合は８６％であり、達成されていると見られる項目である。校内において、多くの

児童が、進んで気持ちのよいあいさつをしている姿を見かける。しかし、昨年度は９２％の達成率であり、

全体として６ポイントの下降が見られた。昨年度は、全ての学年で９０％以上の達成率であったが、今年

度９０％以上の評価をしたのは３、４年生だけで、１年生は達成率が７７％と昨年度と比較して１５ポイント

下降している。児童の中には、挨拶を受けてもしっかりと返すことができなかったり、返しても目を合わさ

ずに返したりする姿を見ることもある。挨拶は、円滑な人間関係に欠かすことができないコミュニケーショ

ンであり、今後も、しっかりと指導をしていきたい。 

 

【３-⑤ 生活の約束の順守】 

・全校の肯定的意見の割合は 9３％であり、すべての学年で肯定的意見の割合が高く、十分達成されて

いる項目である。しかしながら、児童の様子を見ていると、廊下歩行など学校生活においてきちんとでき



ていないことも見受けられる。規範意識の醸成は、児童が社会生活を営むうえで必要不可欠である。引

き続き全教職員で児童を見守り支援していきたい。 

 

保健体育 

【４-① 楽しい運動】 

・全校の肯定的意見の割合は 9５％であり、全学年で肯定的意見の割合が 9 割を超えており、十分に達

成されている項目である。生涯にわたって運動に親しむ姿勢を身につけるためには、運動に親しみ、楽し

いという感覚を持つことが大切である。この点を意識して引き続き後半の教育活動を展開し、児童に運

動が楽しいという感覚を味わわせていきたい。 

 

【４-② 休み時間の運動活動】 

・全校の肯定的意見の割合は６８％であり、注意が必要な項目といえる。１、2 年生は８割を超える達成率

であるものの、３、4 年生は 70％台で、5 年生は 6４％、6 年生は 4５％の達成率であった。全体的に上

の学年になるほど、「休み時間に外で元気にからだを動かす」といったことが少なくなっている様子が窺え

る。年齢が上がるにつれて友情関係の結び方も変化し、休み時間の過ごし方は外遊びだけではなくなっ

てくるが、体力向上の観点からも、また、外遊びで適度に体を動かすことによって気持ちを切り替えて、そ

の後の学習に集中して取り組むという点でも、外遊びはできるだけさせていきたい。児童が外へ出て体

を動かすことに気が向くような取組を模索していきたい。 

 

【４-③ 目標を明確化した体育授業への参加】 

・全校の肯定的意見の割合は 95％であり、すべての学年で肯定的意見の割合が高く、十分に達成され

ている項目である。どの学年の児童もめあてを持って、一生懸命、体育の学習に取り組んでいることがわ

かる。今後は、体育学習が、休み時間の運動活動につながるように学習活動を考えていきたい。 

 

【４-④ 授業を通じての運動技能の獲得】 

・全校の肯定的意見の割合は 9０％であり、6 学年中 3学年で達成率が 9割を超えており、十分に達成

されている項目といえる。しかしながら、達成率が 1 番高かった学年と 1 番低かった学年との間には 12

ポイントの開きが見られ、学年によって評価にばらつきが見られた。めあてをもって体育学習に取り組ん



だ結果を、児童がきちんと自己自認できるような働きかけをするなど、教育活動の展開を工夫していきた

い。 

 

【４-⑤ 投運動への興味関心】 

・今年度、新設した質問項目である。奈良県の運動課題と同じく、本校の児童もスポーツテストの結果に

おいて投運動で課題が見られたことより、課題改善の取組を保健体育部が提案しており、その取組を評

価するためにこの項目を設定した。全校の肯定的意見の割合は 88％であり、6 学年中 3 学年で達成率

が 9 割を超えており、達成されている項目といえる。今後の体育の授業や全校での運動の取組において

も、児童が投運動に対して楽しみながら取り組めるようにし、課題の解決へとつなげていきたい。 

 

【４-⑥ 朝の体操・ストレッチの積極的実施】 

・今年度、新設した質問項目である。児童の柔軟性や体力の向上を目指して、保健体育部が取組を進め

ているが、全校の肯定的意見の割合は 9１％であり、6 学年中 4 学年で達成率が 9 割を超えており、十

分に達成されている項目といえる。短い時間ではあるが継続して取組を進め、児童の柔軟性や体力の向

上へとつなげていきたい。 

 

 


